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 １日（木）読み聞かせサークル「ピッコロ」の皆さんが六中にお出でになり、朝の時間を使って、１学

年４学級で読み聞かせをしてくださいました。皆さんは富士見小学校でも継続的に活動をなさってお

り、富士見小学校出身の生徒は「ピッコロさんだ」と、とてもうれしそうでした。活動の前には、「中

学生を相手に読み聞かせをするのは初めてで、緊張する」、「大丈夫 

かなあ」と心配なさっていたピッコロの皆さんでしたが、活動後 

には「とってもしっかり聞いてくれた」、「中学生相手に読むのも 

楽しかった」とおっしゃっていました。 

当日は２冊の絵本を読んでいただきました。生徒たちにとっても 

久しぶりの読み聞かせということで、新鮮な気持ちで本の世界に浸 

ることができたようです。１５日（木）は３年生。１月１９日（木） 

には２年生でも実施します。 

 

 

六中学区の特別支援学級の児童生徒の交流会が本校を会場に開

かれました。初めての取り組みでしたが。３年生を中心に計画を立

て、準備を進めてくれたやまなみ学級の皆さん。ありがとうござい

ました。 

当日は、役割分担をしながら会の運営を頑張りました。最初は 

                緊張気味だった小学生も、中学生の優しい声がけでリラックスし、 

                ４種類の手作りゲーム等を楽しむことができました。約２時間の交

流会でしたが、心が通い合う温かな会となりました。 

 

読み聞かせ 

交流会を実施しました 

 ８日（木）には学校保健委員会が開かれました。 

 昨年度までは、日中に開催をしていましたが、少しでも 

多くの保護者の皆様から参加いただきたいという願いもあり 

１８：３０からの開催とさせていただきました。 

 当日は、最初に五十嵐養護教諭から子どもたちの体躯や疾 

病等、定期健康診断の結果に基づく学校保健の観点からの課 

題、メディアコントロ－ルへの生徒会、学校の取り組みや、 

コーチングの理論にたった授業実践等の取り組みの報告があ 

りました。 

 その後、報告を受けての感想をもとに、「六中生の健康生活 

活について」のテーマでグループワークを行いました。各グループごとに家庭での生活の様子を語り合い

ながら、積極的な話し合いが行われていました。最後に、学校薬剤師の阿部由美様より、貴重なご助言

をいただきました。 

 次年度以降も、開催時間や内容等を検討しながら、より多くの保護者の皆様に参加いただけるよう改

善を図っていきたいと考えます。 

学校保健委員会を開催しました 



六中生の活躍 

○柔道部 第１３回庄内地区中学生秋季柔道選手権大会 男子団体３位 

 

○令和４年度税の作文コンクール  

酒田税務関係団体協議会長賞  山木 羽夢さん（３－４） 

 

○第４１回人権作文コンテスト 奨励賞 工藤 美空さん（３－１） 

 

○令和４年度 空（曽良）に向かって一句  特選 柿﨑 果歩さん（３－３） 

        「 母と分ける 焼いも一つと 幸せを 」 

 

○令和４年度酒田飽海地区読書感想文コンクール 

            特選 板橋かりんさん（２－２） 

            入選 齋藤 捺 さん（１－１） 

            入選 栄田 柚菜さん（１－２） 

            入選 阿部 瑞己さん（２－１） 

            入選 佐々木琵彩さん（３－１） 

            入選 松永 麻瑚さん（３－３） 

 

○令和４年度酒田飽海地区読書感想画コンクール  

特選 元木 花音さん（２－４） 

            入選 池田小の香さん（２－１） 

            入選 松田姫沙希さん（２－４） 

            入選 齋藤 捺 さん（１－１） 

            入選 髙橋 陽斗さん（１－４） 

 

 

 

 

 

 ３年生の進路実現に向けての動きも本格化してきました。 

今日は、１年後にそのような時期を迎えることとなる２年生に 

受検勉強用のテキスト（俗に言う厚物）の販売がありました。 

 一斉に同じ物を準備し、教師が立てた計画で学習を進めて、 

提出→点検→（場合によっては居残り）という従来のやり方を 

変えています。事前に準備された数種類の中から、希望する生 

徒が自分に合った物を選び、自分で立てる計画に従って学習を進めます。教科で準備したワーク等をもっ

とじっくり活用したいという人、書店などで購入したいという人はそれでも構いません。塾等に通ってい

たり、通信教育等を利用していたりしていて、今やるべき物が他にもあるという人はそれでも構いません。

受験用テキストに関する居残りは、「やっていない人の罰」ではなく、「やって分からないところを希望者

が質問をする時間」という前向きな時間にしていきたいと考えます。 

今は「与えられた物をこなす力」ではなく、「自分を高めるために、自ら求めて学ぶ姿勢（力）」を育て

ることが求められています。以前も取り上げましたが、全国学力学習状況調査等の結果を見ても、「自分で

計画を立て、家庭学習をする」ということは本校の生徒のみならず、山形県の児童生徒の大きな課題です。 

我々教師も点検と居残りに労力をかけるのではなく、計画の立て方を支援したり、希望者への補充に注力

していきたいと考えます。また、これをきっかけに受験用テキストへの取り組みに限らず、日常的な宿題・

課題についても見直して行きたいと考えています。 

 目指すところは、「自らの学びを、自分の力でコーディネートできる」生徒です。 

 

受験用テキスト新展開 

２日（金）酒田税務署の

小熊署長さんが来校し、

山木さんに賞状を伝達し

てくださいました。 

 

作文や俳句。 

感想文や感想画。 

文化面での活躍がたくさ

ん見られました 

自分で選んだ 

テキストを購入 

早速眺めて、 

気分は受験生？ 


